
3月17日(木)に幼稚園の修了式、18日
(金)に中学校、24日(木)に小学校の卒業
式が執り行われました。これまでの学校・
幼稚園生活での思い出を胸に、新しい環境
でも皆さんらしく輝いてください！

幼稚園修了式、
小・中学校卒業式

入
学
・
入
園
お
め
で
と
う

　

４
月
６
日（
水
）に
区
立
小
学
校
、７
日

（
木
）に
区
立
中
学
校
の
入
学
式
、８
日（
金
）

に
区
立
幼
稚
園
の
入
園
式
が
執
り
行
わ
れ
、

２
，５
８
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
幼
稚

園
で
の
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、全
力
で
教
育
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

！
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6.6％
6.8％

9.9％

14.9％

26.7％

35.1％

3月5日（土）、中央区役所大会議室にて、小
こいずみ

泉武
た け お

夫氏を講
師に迎え、中央区地域家庭教育推進協議会と中央区PTA
連合会が共催する家庭教育講演会が実施されました。会
場には保護者の方々、教育関係者のほか、発酵や食育に
関心をお持ちの方などが集まり、家庭で実行できる食の
工夫などについて学び、食を通して家庭教育を考える大
変良い機会となりました。

東京農業大学名誉教授。農学博士。専門は食文
化論、発酵学、醸造学。現在、鹿児島大学、福島大
学、別府大学、石川県立大学、島根県立大学の客
員教授、発酵食品ソムリエ講座・発酵の学校校
長を務める。特定非営利活動法人発酵文化推進
機構理事長、全国発酵のまちづくりネットワーク
協議会会長、「和食」文化保護・継承国民会議委
員（農水省大臣官房）食料自給率向上協議会会長

（農水省大臣官房）など。

　

本
年
度
の
教
育
予
算
の
総
額
は
、

２
０
１
億
２
，３
３
０
万
８
千
円
で
、

中
央
区
全
体
予
算（
一
般
会
計
総
額
）の

16
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、前
年
度
と

比
較
す
る
と
、京
橋
築
地
小
学
校
や
月

島
第
二
小
学
校
の
大
規
模
改
修
の
経

費
が
減
と
な
り
ま
す
が
、本
の
森
ち
ゅ

う
お
う
の
整
備
や
晴
海
西
小
学
校（
仮

称
）・
晴
海
西
中
学
校（
仮
称
）の
整
備
、

宇
佐
美
学
園
の
改
修
の
経
費
の
増
な

ど
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
61
億
３
，

７
６
２
万
３
千
円（
43
・
９
％
増
）の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
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学
校
給
食
費
の
一
部
補
助

　
 

１
，６
３
１
万
５
千
円

　

食
材
料
の
単
価
増
に
伴
う
学
校
給
食

費
の
引
き
上
げ
に
あ
た
り
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
厳
し

い
社
会
経
済
状
況
を
考
慮
し
、激
変
緩

和
策
と
し
て
給
食
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

［
補
助
額
］ 

　

給
食
費
引
き
上
げ
額
の
１
／
２

［
補
助
期
間
］ 

　

2
年
間

 

幼
稚
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　

 

７
０
７
万
８
千
円

　

保
育
の
質
の
向
上
や
家
庭
と
の
連

携
強
化
、保
護
者
の
利
便
性
向
上
な
ど

を
図
る
た
め
、動
画
や
写
真
な
ど
の
活

用
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各
学
級
に
整
備

す
る
と
と
も
に
、ア
プ
リ
に
よ
る
欠
席

連
絡
、園
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
配
信
な

ど
を
行
う
園
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

［
運
用
開
始
］ 

　

令
和
4
年
5
月

 

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン

　

 

ト
の
実
施

　

 

４
６
９
万
２
千
円

　

児
童
・
生
徒
の
心
理
面
に
つ
い
て
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、学

級
の
集
団
状
態
の
分
析
や
運
営
方
針
の

立
案
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。令
和
4
年

度
か
ら
は
実
施
回
数
を
年
2
回
に
増
や

し
、個
人
の
状
態
を
よ
り
細
か
く
分
析
す

る
こ
と
で
、経
過
に
応
じ
た
的
確
な
指
導

計
画
の
検
討
を
行
い
、良
好
な
学
級
運
営

に
取
り
組
み
ま
す
。

［
対
象
学
年
］ 

　

小
学
校
4
年
生
～
中
学
校
2
年
生

 

城
東
小
学
校
の
改
築

　

 

１
億
４
，３
９
９
万
９
千
円

　

施
設
機
能
の
更
新
を
行
う
な
ど
、新

し
い
時
代
に
即
し
た
教
育
環
境
の
整
備

や
良
好
な
学
習
空
間
の
確
保
を
図
る
ほ

か
、児
童
数
増
加
に
対
し
て
柔
軟
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、城
東
小
学
校
の
改

築
を
行
い
ま
す
。

［
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
］ 

　

平
成
29
年
度

　
　

仮
校
舎
整
備
・
移
転

　

平
成
29
年
度
～
令
和
4
年
度

　
　

新
校
舎
設
計
、現
校
舎
解
体
工
事
、

新
校
舎
建
設
工
事 

（
市
街
地
再
開

発
事
業
で
実
施
）

　

令
和
4
年
9
月

　
　

新
校
舎
開
設（
予
定
）

 

晴
海
西
小
学
校（
仮
称
）・

　

 

晴
海
西
中
学
校（
仮
称
）の
整
備

　

 

28
億
１
，５
７
２
万
１
千
円

　

晴
海
地
区
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
数

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、晴
海
五

その他学校等の主な改修   25億8，766万4千円

 泰明小学校・泰明幼稚園 4億2，579万5千円　
 （内部改修）
 明石小学校                      7, 670万3千円　
 （普通教室整備・プール日除け設置）
 明正小学校                      3，647万2千円　
 （給食配膳室等整備）
 常盤小学校等                6億7，642万7千円　
 （内部改修・久松幼稚園移転に伴う改修）
 有馬小学校                      2，884万4千円　
 （プール塗装等改修）

丁
目
に
小
学
校
と
中
学
校
を
整
備
し

ま
す
。

［
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
］

　

平
成
29
年
度
～
令
和
元
年
度

　
　

基
本
設
計
・
実
施
設
計　
　

　

令
和
3
年
度
～
5
年
度

　
　

建
設
工
事

　

令
和
6
年
4
月

　
　

開
校（
予
定
）

 

豊
海
小
学
校
防
潮
堤
の
整
備

　

 

３
９
９
万
９
千
円

　

豊
海
小
学
校
の
敷
地
内
に
豊
海
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
で
整
備
す
る
防
潮

堤
と
一
体
と
な
る
防
潮
堤
を
整
備
す
る

こ
と
で
、さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

 

小
・
中
学
校
へ
の
図
書
の
定
期
巡
回

　

 

貸
出

　

 

１
０
４
万
３
千
円

　

図
書
館
司
書
が
選
定
し
た
本
や
教
科

書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
の
セ
ッ
ト

を
小
・
中
学
校
へ
定
期
的
に
貸
し
出
す
こ

と
に
よ
り
、児
童
・
生
徒
が
本
に
触
れ
る

機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

［
運
用
開
始
］

　

令
和
4
年
5
月

 

電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

　

 

５
５
８
万
８
千
円

　

図
書
館
の
開
館
時
間
や
休
館
期
間
に

影
響
さ
れ
な
い
電
子
書
籍
の
貸
出
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、読
書
機
会
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

［
利
用
対
象
者
］

　

区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

［
サ
ー
ビ
ス
開
始
］

　

令
和
4
年
9
月
1
日

 

本
の
森
ち
ゅ
う
お
う
の
整
備
・
開
設

　

 
40
億
１
，４
５
０
万
円

　

京
橋
図
書
館
と
と
も
に
郷
土
資
料
館
を
一

体
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、利
用
者
ニ
ー
ズ

［問合せ先］ 中央区地域家庭教育推進協議会事務局
                  （区民部文化・生涯学習課内） ☎（3546）5526

幼稚園の
ための経費
13億3,093万8千円

教員の指導研究、
教育センター等の
ための経費
13億7,257万7千円

中学校の
ための経費
19億8,723万8千円

教育委員会事務局運営等の
ための経費
29億9,834万6千円

教育費総額
201億2,330万8千円

小学校の
ための経費
70億6,599万7千円

図書文化財の
ための経費
53億6,821万2千円

小
こいずみ

泉武
た け お

夫氏

「発酵食品 神秘の力」
家庭教育講演会

質
の
高
い
教
育
と
教
育
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す

に
即
し
た
蔵
書
や
設
備
の
充
実
を
図
る
な

ど
、本
区
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
総
合
的
に

発
信
す
る
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
、「
本
の

森
ち
ゅ
う
お
う
」を
整
備
し
ま
す
。

［
整
備
地
］

　

新
富
一
丁
目
13
番
14
号

［
施
設
内
容
］

　

図
書
館
…
座
席
数 

約
４
５
０
席
、蔵

書
数 

約
42
万
冊
、多
目
的
ホ
ー
ル
、交

流
活
動
室
な
ど

　

郷
土
資
料
館
…
常
設
展
示
室
、企
画

展
示
室

［
開
館
時
間
］

　

月
曜
日
～
土
曜
日

　
　

午
前
9
時
～
午
後
9
時

　

日
曜
日
・
祝
日

　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

［
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
］

　

平
成
29
・
30
年
度

　
　

基
本
設
計
・
実
施
設
計

　

令
和
元
年
度
～
4
年
度

　
　

建
設
工
事

　

令
和
4
年
12
月

　
　

開
設（
予
定
）

教
育
予
算
の
あ
ら
ま
し

 久松小学校          6，828万4千円
 （普通教室整備・小荷物専用昇降機設備設置）
 阪本小学校          6，818万5千円
 （城東小学校移転に伴う内部改修）
 宇佐美学園 10億4，612万2千円　
 （建築・電気設備・機械設備大規模改修）
 銀座中学校   1億6，083万2千円　
 （防水改修、建築・電気設備・機械設備大規模改修設計）

2

 

主
な
新
規
・
充
実
事
業

「
豊
か
な
学
び
に
あ
ふ
れ

健
や
か
な
体
を
育
む
ま
ち
」



　

区
立
図
書
館
で
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
図
る
た
め
、令
和
４
年
４
月

１
日
よ
り［
別
表
１
］の
と
お
り
開
館
時

間
を
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、年
末
年
始
の
休
館
日
に
つ
い

て
も［
別
表
２
］の
と
お
り
変
更
し
、年

間
の
開
館
日
数
を
増
や
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
９
月
か
ら
電
子
書
籍
サ
ー
ビ

ス
を
新
た
に
導
入
す
る
ほ
か
、12
月
に

開
館
予
定
の「
本
の
森
ち
ゅ
う
お
う
」に

お
い
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

［
問
合
せ
先
］京
橋
図
書
館

　

☎（
３
５
４
３
）９
０
２
５
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図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

研 究 発 表 会 の 紹 介

教育委員会の主な活動
(令和4年3月11日～5月10日)

　研究発表会は感染症対策のため、
オンライン配信で行いました。
　本園では、自分なりにやってみよ
うとする「トライ！」、難しいと感じた
ことももう一度やってみようとする

「チャレンジ！」、この「トライ！チャレ
ンジ！」を繰り返し主体的に遊ぶ幼児
を、目指す幼児像として研究を進めて
きました。
　運動遊びを楽しむために、環境構
成の工夫や幼児の動きに着目し、コ
オーディネーショントレーニングを
取り入れたり、動きの経験を豊かにで
きるような環境構成を考えたりして
きました。
　2年目からは、幼児の心情面に着目
しました。幼児の“楽しい” という気
持ちを引き出すためには、一人一人

に寄り添うとともに、幼児を取り巻く
様々な状況を踏まえ、言葉だけでな
く、表情や視線、仕草、動きなどを含
めた、幼児の姿を丁寧に見取ること
が大切であることを学びました。今後
も教員の「見取る力」のさらなる向上
と、質の高い幼児教育を探求してま
いります。

有馬小学校
REPORT 1

月島第二
幼稚園

REPORT 3

　本校では、令和元年度より、中央区教
育委員会研究奨励校として、特別活動
の学級活動で培った「学び合い」「伝え
合い」を各教科・領域に広げ、「有馬スタ
イルの提案～『主体的・対話的で深い学
び』の実現に向けた授業改善～」を研究
主題として、研究を進めてきました。
　「有馬スタイル」とは、授業改善の視
点を明確化し、「学び合い」の時間を
意図的に設定し、一単位時間の授業
の流れをA4一枚にまとめた指導案で
す。有馬スタイルには、本校独自のピク
トグラムを活用し、目指す児童像を明
らかにすることで、単元を通した指導
のねらいや手だてについて全教員で
共通理解を図ることができました。
　当日は、全20学級で公開授業を行
い、有明教育芸術短期大学 学長 若林 

彰先生にご指導をいただきました。導
入されたタブレット端末等のICT機器
も教員だけではなく、子どもたちも積
極的に活用し、学びを深める一助とな
りました。今後は、コロナ禍で発話に
よる対話が十分にできなかった「学び
合い」の再検証、また、さらなるICT機
器の効果的な活用方法について、研
究を深めてまいります。

実 施 日： 令和3年11月25日（木）
研究主題：有馬スタイルの提案 

～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善～

REPORT 2
久松小学校

　本校では、令和2・3年度中央区教
育委員会研究奨励校として、研究主
題を「豊かな心と健やかな体の育成
～教育活動の質の向上を目指すカリ
キュラム・マネジメントの充実～」と
設定し、全教職員で研究を進めてき
ました。
　研究発表会当日は、12学級で授業
公開を行い、区内の先生方に参観い
ただくとともに、その内3学級ではオ
ンラインで授業の配信を行い、区外
の先生方にも公開いたしました。当日
の来校参加者は140名、オンラインに
よる参加者は200名でした。
　授業公開後は、本校の取組を動画に
て発表するとともに、本校において2年
間ご指導いただいてきた國學院大學
教授田村学先生にご講演を賜わり、参

加していただいた先生方から、本校の
取組や田村先生のご講演に対する高
評価の声をたくさんいただきました。
　本校の研究はまだまだ道半ばです
が、これからも本校の子どもたちのため
に全教職員で研究を深め、子どもたちと
ともに日々の授業の充実を図っていけ
るよう、さらに精進してまいります。
　ご指導いただきました中央区教育
委員会の皆様、関係の皆様に厚く御
礼申し上げます。

実 施 日： 令和3年12月10日（金）
研究主題：「豊かな心と健やかな体の育成

～教育活動の質の向上を目指すカリキュラム・
マネジメントの充実～」

REPORT 4
佃中学校

　佃中学校では東京2020大会を契機
とし、この大会を重要な機会と捉え、国
際社会に貢献し、東京、そして日本のさ
らなる発展の担い手となる人材を育成
していきたいと考えました。そこで、本
校において重点的に育成を目指す資
質・能力を身に付けることを目指し、本
研究のテーマに即し「知・徳・体（験）」の
3つの分科会を作りました。各教科の授
業改善や「特別の教科　道徳」の授業
と体験学習の充実に重点をおいて仮説
にアプローチしました。
　研究発表会は感染症対策のため、予
定をしていた公開授業は行わず、第1学
年及び第2学年の8学級で研究授業を
行いました。研究授業後は、オンライン
による研究発表会を行い、この3年間ご
指導いただいた国分寺市教育委員会

教育長職務代理者の富山謙一先生を
講師にお招きして、「グローバルな視点
をもつ生徒の育成～佃中の実践を通し
て～」についてご講演いただきました。
　本研究を通して多くの教育的効果を
実感することができました。しかし、研
究の成果も課題も今までの継続的な教
育の賜であると思います。そうしたこと
を常に念頭に置き、今後も研究を継続
するとともに、教職員一同より一層の
研修と研さんを重ねてまいります。

実 施 日： 令和4年2月4日（金）
研究主題：「東京2020大会の機会を生かした国際教育の推進」

～知・徳・体からなるオリンピック・パラリンピック
教育の充実を通して～

実 施 日： 令和4年1月26日（水）
研究主題：「トライ！チャレンジ！月二っ子の育成」

～運動遊びを楽しむことを通して、主体的に遊
ぶ幼児を育てるための環境と援助の工夫～
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変更前 変更後

平日 午前9時～午後8時
午前9時～午後9時

土曜日 午前9時～午後7時

日曜日・祝日 午前9時～午後5時 午前9時～午後5時
（変更無し）

変更前 変更後
年末年始
の休館日 12月29日～1月4日 12月31日～1月2日

［別表1］

［別表2］

●校長・園長会　4月14日(木)
●令和4年度教育施策連絡協議会　4月22日(金)
●青少年問題協議会　5月10日(火)

●第3回定例会および研修会　3月31日(木)
●青少年委員委嘱状伝達式・感謝状贈呈式　4月7日(木)
●第4回定例会および研修会　4月13日(水)



学校給食のご案内学校給食のご案内
共に味わい、食を学ぶひとときを大切に

　これまで中央区では、限られた給食費の中、献立の
工夫や、より廉価な食材の提供などにより、子どもたち
に必要な栄養を維持した給食提供に努めてきました。　　
　しかしながら、牛乳や小麦をはじめとするさまざまな
食材や調味料の価格高騰、流通コストの上昇が続いて
おり、一定のレベルを維持した給食提供に支障が生じ
る水準となっています。そのため、食材の安定的確保や
給食水準の維持向上などを図るため、令和4年度から
学校給食費を改定します。

学校給食費を改定します

　激変緩和策として、令和4年度・令和5年度の2年間
は、引上額の2分の1相当分を区が補助します。また、米
飯給食用のお米は区が購入し、引き続き現物補助を行
います。

保護者負担の軽減について

※令和5年度以降の金額は、予定の金額です。

学年 令和4年度 令和5年度 令和6年度
小学校

1・2年生 4,025円 4,025円 4,140円

小学校
3・4年生 4,235円 4,235円 4,360円

小学校
5・6年生 4,465円 4,465円 4,600円

中学校 4,950円 4.950円 5,200円

　区が補助した後の保護者の皆さまにお支払いいただ
く給食費は、次のとおりです。

保護者負担額（月額）

　小・中学校給食は、各学校で献立の作成から、給食用
食材の発注・調理・配食までを一貫して行っています。

学校給食の実施について

　学校給食では、厚生労働省などからの情報に基づ
き、安全な食材を使用しています。

食材の安全確保

［問合せ先］学務課保健給食係　☎（3546）5515

６年生が家庭科の授業で考えた献立を給食で紹介

お祝い献立 地産地消献立

リクエスト献立 地産地消献立

世界の料理～フランス～

・赤飯
・ぶりの照り焼き
・野菜の生姜醤油がけ　
・みそ汁　
・牛乳

・揚げパン　
・鶏肉と豆のトマト煮
・野菜のオニオン
 ドレッシング　
・せとか　
・牛乳

・鮭ときのこの和風スパゲティ
・ポテトサラダ
・はちみつレモンゼリー　
・牛乳

東京都産のはちみつ
とレモンを使用した

ゼリーです。

かみかみメニュー

「和食を食べ慣れた日本人が食
べやすい世界の料理はどこだろ
う？」をテーマに考えた献立です。

野菜チップスはカリっとした食感を楽し
み、よく噛んで味わう食べ方が体験でき
るよう給食室で丁寧に揚げています。

　地産地消や食文化、食物の生産等に対する理解を深めるため、東京都産食材
や各地の食材を取り入れています。また、季節の行事に応じた給食や郷土料理
を提供するなど給食を活用した食育を推進します。

給食の献立を活用した食育について

小学校の取り組み紹介　［月島第三小学校］

・ソフトフランスパン
・チキンソテー
・フレンチサラダ
・かぼちゃのポタージュ
・牛乳

・コッペパン
・かぶのクリーム煮
・野菜チップス
・みかん
・牛乳

みんなで選んだ
給食が登場。

・ビスキュイパン
・チリコンカン
・ひじきと東京野菜の
  グリーンサラダ　
・牛乳

東京都で収穫された青菜（小松菜・のらぼう菜・ほうれん草）と

にんじんを使ったサラダを取り入れました。

中学校の取り組み紹介　［銀座中学校］

　中央区食育野菜キャラクター

お子さん自身が、またはお子さんのことで、困ったり
悩んだりしていることはありませんか？どのような
ご相談でも結構です。お気軽にご相談ください。

区立教育センター教育相談室では、こども電話相
談を実施しています。何か困ったことや、誰にも相
談できなくて悩んでいることはありませんか？
そんな時は電話をしてください。
一人で悩まず、一緒に考えましょう。

03-3545-9203

●東京都いじめ相談ホットライン
幼児から高校生相当年齢の方を対象に、いじめに関するご
相談を24時間お受けしています。

0120-53-8288

●24時間子供ＳＯＳダイヤル（全国統一ダイヤル）
全国どこからでも、夜間・休日を含めて24時間体制で相談に
応じています。

0120-0-78310（なやみ言おう）

●中央区立教育センター 教育相談室（中央区明石町12-1）
教育相談員が、幼児から高校生までのお子さんについて、教
育上の様々な相談に応じています。
相談できる日  毎週月～土曜日（祝日を除く）　
時間  午前9時～午後5時
電話相談：（3545）9203
来所相談：（3545）9200 ※事前に電話で予約してください。

相談料無料

●中央区教育委員会　学校問題ほっとライン
中央区立幼稚園、小学校、中学校にお子さんを通園、通学さ
せている保護者の方を対象に、幼稚園、学校に対するご意
見、ご要望等について、学校現場での経験豊富な退職校長
や副校長が電話相談に応じています。
相談できる日  毎週月～金曜日（祝日、年末年始を除く）　
時間  午前9時～午後5時
電話相談：（3546）5745

相談できる日  月曜日～土曜日（祝日を除く）　
時間  午前9時～午後5時 など、どんなことでも大丈夫です。

友達とうまくあそべない。

仲間はずれにされる。

家庭や学校での生活に悩みがある。

だれに相談していいかわからない。

困っていること、
お悩みごとを
ご相談ください

こども電話相談
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